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      １．はじめに


      ソフトウェア開発において、要求仕様の精度向上の重要性は多くの人が認める所ではありますが、この要求仕様書の作成は極めて属人的であり、その品質が起因する後工程での手戻り等が頻発していることも否定できないのが現実ではないでしょうか。


      STD、STM、TRD、SC等、設計手法にはその開発特性や用途に応じて様々存在しますが、仕様の漏れ・抜けには事象と状態の組み合わせのすべてを網羅的に考慮できるSTMが最も有効です。しかしながらこのSTM設計手法を実際の開発現場で運用されている組織にお聞きすると、以下の様な点に苦心されているというお話を耳にします。


      


      (1)STMまで展開できれば非常に効果的であるが、状態とイベントの抽出は属人的になっている。


      


      (2)STMへの展開スキルを持った人材の育成が難しい。


      


      (3)仕様書を機械的にSTMへ展開しても、仕様書に漏れがあったら見つけられない。


      


      STM開発手法は、"表"に落とし込めれば、「条件の記載がない箇所」、「処理、遷移先の記載がない箇所」については検出できますが、それ以前、即ち"表"の作成過程で検出される「状態・契機・条件などの記載がない箇所」「抽象度が高く細分化が必要な箇所」については属人的になり、"表"に落とし込めない項目(＝見えない漏れ抜け)の発生確率は低減できません。


      本寄稿では、NTTデータMSEが展開するサービスである『要求仕様の漏れ・抜け検証(AXIS)』の手法の一部を利用し、STM利用の有効性を更に高める方法についてご紹介します。


      [bookmark: OLE_LINK4][bookmark: OLE_LINK3]２．STMによる仕様の漏れ・抜け対策


      まず始めに具体例として要求仕様を図1に示し、STMを用いた仕様の漏れ・抜け検証を行います。


      


      


      図1　タイマ機能付き電気ポットの要求仕様書


      


      上記の要求仕様をSTMに展開すると図2の通りになります。


      


      [bookmark: OLE_LINK6][bookmark: OLE_LINK5]


      図2　要求仕様書のSTMへの展開


      


      図2に示す通り、「タイマ停止中にタイマボタンを長押しした際の処理や遷移先」「タイマ起動中にタイムアップした際の遷移先」の明確化が必要であることが分かります。


      


      


      


      この結果を要求仕様にフィードバックすると要求仕様は図3に示す形となり、赤字箇所の仕様が不足していた事が分かります。


      


      


      図3　要求仕様書（STM開発手法検出後）


      


      この様に、通常のSTM開発手法では、「条件の記載がない箇所」、「処理、遷移先の記載がない箇所」を検出することが可能です。


      


      ３．要求仕様の漏れ・抜け検証手法


      「要求仕様の漏れ・抜け検証(AXIS)」は、文書を係り受けや属性によって論理的に分解、解析する「網羅性検証」と、同値分割、限界値分析などのテスト技法を応用し具体性を向上させる「具体性検証」の大きく二つの段階が有りますが、今回は「網羅性検証」に焦点を当て、ご説明します。


      


      網羅性検証では「要求仕様整理表」を用い、要求仕様書文書の仕様を意味のある文章ブロックに分け、各文章中の「～したら」、「～の場合」、「～の時に」、「～され」、「～する」等のキーワードに着目し、係り受けを分析しながら「契機」、「遷移元状態」、「条件」、「処理」及び「遷移先状態」の5つの項目に整理して記載します。要求仕様整理表のフォーマットを図4に、具体的な記載方法を図5に示します。


      


      図4　要求仕様整理表


      


      図5　要求仕様の分解


      


      この手法で実際に図１の原文を要求仕様整理表へ展開した結果が図6となります。「契機」、「遷移元状態」、「条件」、「処理」及び「遷移先状態」に展開した結果、黄色で示した箇所の様に記述されていない部分が明確化されます。


      


      図6　原文から要求仕様整理表への展開結果


      


      この結果に対し「不明な状態を検討した結果"設定中"という状態が必要である」と決定したと仮定します。そうすると、この新たに出現した「設定中」という状態は要求仕様整理表中の遷移元の列にも埋め込む必要があることが明確化され、それに伴い、図7の水色で示した箇所の様に、更に明確化を必要とする箇所が出現してきます。


      


      図7　検出した状態を展開


      


      また、新たに状態が増えたことにより図7に示すピンク色箇所の様に既に定義済みの「遷移元状態」と「遷移先状態」の関係も再度検討する必要があります。


      これを検討すると図8の様に、起動中への遷移は"停止中"からではなく、新たに追加した"設定中"からの遷移へ変更する必要がある事が分かります。


      


      


      図8　遷移元／遷移先状態の再検討


      


      同様に、条件に対しても図9に示す様に、同じ契機に対応する条件を元に不明な条件の検討をしていきます。


      


      図9　検出した条件を展開


      


      全ての状態に対して、それぞれに設定した条件を反映した要求仕様整理表を図10に示します。


      


      図10　条件を展開した要求仕様整理表


      


      全ての網羅性検証を行った後の要求仕様整理表は図11の通りとなり、黄色で示した部分が新たに追記された部分となります。


      


      図11　要求仕様整理表（AXIS検証後）


      この結果は図12の様に容易にSTMへ展開が可能です。その結果が図13となり、図2と比較し、要件の精度が向上しています。


      


      


      図12　要求仕様書からSTMへ展開


      


      


      図13　網羅性検証後のSTM


      


      また、この分析結果を要求仕様にフィードバックすると要求仕様は図14に示す形となり、図3と比べ、更に赤字箇所の仕様が不足していた事が分かります。


      


      図14　AXIS検証後の要求仕様書


      


      ４．最後に


      今回ご紹介した手法は、必ずしもSTMのみに適応するものではなく、要求仕様書自体の検証サービスとして単独でも展開しており、漏れ・抜けの存在をユーザー様にご報告し、効果を上げています。


      また要件トレースにおいて必須となる、粒度揃えの手段としての試行も開始しており、手法そのものの合理性と確実性に関しても大学関係にアドバイスを頂きながら向上を図っています。


      


      しかしながら、手法構築の発端はSTM導入にかかわる問題解決であり、ZIPCを使ったSTMによる設計開発をより精度の高いものに出来ると考えておりますので、この様な手法とあわせ、ZIPCユーザーの皆様のソフトウェア開発効率向上の一助となれば幸いです。


      


      


      図15　AXISサービス

    

  OEBPS/images/image01.jpg
EREH

FAIREERTET, BRIESTREL, 51 TERHTES,

SATARBLTL S/ LTLENADDLY , S TRELE T EI= 50
LTYTETORYBMIISMAL, 1T HIBET D,

BELLSA I HES BRI T IRYRMBRTEI-RTT .

SATARBLTVEVBEIE, S TBERELHA . SATRIDEFE
HUTIBEBLELSIAHBT S,

ENBALTVALEDH ., SAIRIVERMZT S,

SAIREERITET, 543& Y ybL, SAIEMLETED,

SATHRBLTOBHE 5/ VR ERALLID, TH—£ EBELE
i, SA VG EIRER SATHEET B

A—FAEE LRSS, T — &ML THSE S,

3-1

BATF T L=, THF—EIEET .






OEBPS/text/nav.xhtml


    

      目次



    

  

OEBPS/images/image06.jpg
£l

R gprm
S manT






OEBPS/images/image14.jpg
ERES

T

SRS ERTCET WAEHTREL. 8 TEENTAS,

SAYBIL LS/ LTCLGLIDDS . 41 7KS M NARIAA LT 2T
ETORYBECIANAL. S A VBT 3. &1 <BSERD S0 54 CORE
S BRPOWES 5.

B 5 IREC A TR IW RS, PR AOREE N, § 7R
PORMENNT 5.

§ A COREBILT, REUL: 5o <M TS A <Y TR TS .

S EEI S TR D FEHL TIBRBAL Lo © 5 | CER T L. 917
87 5.

51 B TS,/ L TGS 1 7K S U5 FEALTIBEARG S 170
PRt oo

1 CORB BT BHALTISBAL, 81T S AWML S 5.

SATKGVERCRI LT, SA7E LS b, SATEMETAS,

SR USRS, SRSV ERRLLLS, 79—+ IS LR, 517
@EIes FEn. SAhEET S

SAYHEBILTUGL, 1 v DRSS~ EIEM5 UL, 21 7EY
o b3,

S < COWEITHLT_ EHBL L SBAL. 51 7KE JOERLEMIETS.

SR LIRS 15 T EW5 LTS,

L CLOSE 77 T, TR, SA L
T TR SR (7 s THRELI B, ORI
"






OEBPS/images/image12.jpg
n
FIER peon
R
Lt
P wr ea [
Sarir o
Ey
oo
N o
" s
e R [
) e e
(Tt il B3%zu | esy
N 5513 (e
P Vo e F ==
RS o ERNS P g
L T i
2T Rumanre 27S mea:
P (€S a7
) moo-x P Foos
| Ere o Sia |G s :
£ s wrror. Al






OEBPS/images/image03.jpg
ERFR

-2
-3

SAIRELEBT LT, BAEHTREL, 5 TEEHTESD,
SATHRBLTOS LTOBOIADDET, 54 THE S LT

|EISSA LTy TETORYBMISISMEL, 54 THISRET 5.
|BELES A TEEHMETS A TRYRMRTHCRTT B,

SATHEBLTOLOBER, 51 THERELEA, 5IHE >
ABFEMLTIDEBLED S VERDT 5.

14

EAROTOSBE, 54 IR S ERERDIT S,

SATREERCRTZET, 5AXEIEYRL, SATE
#LETZS.

21

SATHEBLTOSEE, 54 TRESERMLLES,
TH—%IEBS LIk, A TBEY LY FEh, 51 TABLT S,

22

SATHERBLTOLVBEE, TH—£IEMS5 Lk,
SAT@EY LY RSB,

A— AR LA
SAXF I LiD, TH-

. TH—EMELTNEE S,
JEBS L, 54 TERIELER






OEBPS/images/FUSEeiBooksCover.png
?g;{t&wﬁh KT RAEDFL






OEBPS/images/image09.jpg
e e S

BN isav Soreas [an [ wwe |-

e —






OEBPS/images/image11.jpg
i | i

" ] e | -






OEBPS/images/image13.jpg
e

i A
T

el NN e w7
EEE e RET e (T Sy i

e

FEL T T [%

T el = T

Troraon
Pt

511727

Srwaeet
ST






OEBPS/images/image07.jpg
R EREES
- B P PR ey ey EE ESA DA
EESE:
R
e o
= 543
. o oo
e
w5
}:m:m s
RV O PR 7 )
srcse
| A e 2 Jume]r 7 7 e

5 omim

T&Es) R

e

BB/ S THRED
Fik T B ER A A L E






OEBPS/images/cover02.jpg
BOREROIET - 1 RAED T
ZDOUVNT
HRLHNTTF — ¥ MSE
/%% v YRRt
S





OEBPS/images/image05.jpg
947#@!&&,1“6* L AARREUERIBLL
5 DD






OEBPS/images/image15.jpg
ATHRAEREE >

| EREHORA - HITHREY—ER

<BEtREmL
SINE TIVBARFEBALIEY —EX






OEBPS/images/image02.jpg
miE, EBEE?

o SeFILE qvERNE
L
< |awac T
SHIRMERE SATHIRMBTE
sees [E.5] [
wF far—7Y__moo=x
7Y%
R  |srme
RELARMESEA
faks.l %)
v s || STTHE ,
FeMLTIBEAE sy
TY-E3ERST
546777 )
TRIFL LI-BE I OBE? E
= ERrE?






OEBPS/images/image04.jpg
R AR B

B
=5

A% TE R BE AR
T8 o o _tetore_Jlav7e
Bx| 2 e

3l B






OEBPS/images/image10.jpg
s
saomem
R

" 217 |w |seiawe]s

o
/ el

FRTOREIZH LT
ThThI<&#zEm






OEBPS/images/image08.jpg
sanem k|7 |7 |sq2|im |02 mne
Lae
i

- =
_emny
EBREEDLENA,
BB (BT B
ISREOBENLE
:
aconen wes [0 [0 Joms ]| [me |-
Erad PO O 0 ey






